
初日は、チームビルディングを兼ねてワークを中心に取り入れた。
与えられたテーマに関する自分の体験や思いを、レゴを使って表現するLego ™ Serious Play ™や、予め準備してある食材を用いて、チームで晩
御飯を準備するEffectual Cooking Using Smart Kitchen Appliancesは、初めて取り組む学生ばかりで、興味を持ち前向きに取り組んでい
る様子が見受けられた。
限られたツールを使って、目的を達成しようという姿勢を身につけるトレーニングにつながった。

自分の食に関する最高の体
験をLEGOで表現し、それを
説明し、共有する

与えられたテーマに関して、
頭の中に浮かんだ思い、アイ
デアをレゴで創造する

Effectual Cooking Using Smart Kitchen Appliances

準備された食材の中から、
チームで必要な分を選び取る

シャープのホットクックを使って
仕込んだ食事ができあがるの
を待つ

自分のアイデアを実装するための一つの手段として、簡単にアンドロイド端末のアプリを開
発する方法を学んだ。(MIT App Inventor)
参加していた学生のうち、ほとんどがアプリケーション開発が初めてだったが、ゲーム形式で
プログラムを簡単に組むことができる教材だったため、苦戦しながらも全員デモアプリケー
ションは作り上げることができた。

Day １ Teambuilding

Day 2 Tool Development

Lego ™ Serious Play ™
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忠海周辺にフィールドワークに出かけ、地域住民で地域活性化の活動をしている
方のお話を伺ったり、チームごとに大久野島で観察、インタビューなどを行った。

実際の起業家のお話を聞き、ヒントを得つつ、Day3にフィールドワークで得た気
付きやインタビュー内容を元に、仮説を立てたり、グループごとにアイデアを練る作
業を行った。

Day４ Ideation and Prototyping

Day３ Fieldwork Observation
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全３チームが、大久野島ではなく、対岸の“忠海地域の”の観光資
源に着目し、それらを活かす形の成果発表となった。
また、３チーム中２チームが、スマートフォンのアプリを実際に作成し、
簡易的な形ではあるがアイデアを実装することができた。

再度、竹原・忠海周辺にフィールドワーク出かけ、フェリー
会社の方のお話を聞いたり、グループでDay4に立てた仮
説やアイデアについて地域住民や観光客に意見を求めた
り、アイデアの実装に挑戦した。

Day 6 Final Presentation

Day 5 Prototyping and Testing in the Field

©広島大学・牧野恵美 無断転載はお控えください 28



©広島大学・牧野恵美 無断転載はお控えください 29




